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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、東アジアにおける歴史認識をめぐる紛争の激化という状況を背景
に、和解学という新しい学問を創設し、その思想的・理論的意味を明らかにすることにあった。本研究は、研究
代表と研究分担者の成果を、和解学叢書第1巻『和解学の試み：記憶・感情・価値』ならびに第2巻『アポリアと
しての和解と正義：歴史・理論・構想』として公刊し、和解学の意義と特質を、4つのテーゼとして公表した。
合わせて本研究では、東アジアにおける和解の意義を国際的に発信するための国際共同研究体制の構築を行い、
2020年度の国際和解学会の創設を導いた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to establish a new academic field called Reconciliation 
Studies and clarify its philosophical and theoretical significance in the context of escalating 
conflicts over historical perceptions in East Asia. This research resulted in the publication of the
 achievements of the director and the research collaborators in two volumes of the Reconciliation 
Studies series: Volume 1, "An Attempt at Reconciliation Studies: Memory, Emotion, and Values," and 
Volume 2, "Reconciliation and Justice as Aporia: History, Theory, and Project." The significance and
 characteristics of Reconciliation Studies were presented as four theses in those works. 
Additionally, this study established an international collaborative research framework to 
disseminate the significance of reconciliation in East Asia internationally, leading to the founding
 of the International Association for Reconciliation Studies  in the 2020 academic year.

研究分野： Political Science
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
和解学という新しい学問分野を提案し、東アジアの歴史和解に対する思想的・理論的関心を高めることができ
た。本研究は、1)和解という現象の重層的性格、2）和解をめぐる実践知の意義と必要性、3)和解をめぐる東ア
ジア的文脈の固有性（戦争責任と植民地責任の連続性、冷戦や一神教的基盤の不在に由来する和解をめぐる対話
の困難さ）、4)東アジアにおける和解のグローバルな貢献の可能性を、学術的に明らかにすることにより、東ア
ジアにおける和解を、国境を超えた対話を通じて実践していくためのプラットフォームの構築に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
  戦争や植民地支配という歴史に由来するさまざまな紛争が東アジアにおいて顕在化してお
り、それに対する有効な対策が打ち出せていないという状況が、2017 年、本研究を開始した当
初の社会的背景であった。本研究の研究代表である梅森直之は、それ以前に、東アジアにおける
歴史和解のための総合的研究（基盤研究 A 2015-2019）の研究代表者として、また、大学の世
界展開力強化事業（文科省補助金事業 CAMPUS ASIA 2016-2021）のディレクターとして、東
アジアにおける和解の探究に、研究と教育の両面から、学際的・実践的な共同研究を積み重ねて
いた。本研究の開始当初に求められていたのは、東アジアにおいて積み重ねられてきた和解をめ
ぐる多様な考察と実践を体系化し、その思想的・理論的意味を掘り下げ、その成果を国内外へ積
極的に発信することであった。 
 
２．研究の目的 
 
  本研究の目的は、「和解学」という新しい学問領域を構想し、それに理論的・思想的な基礎
づけを与えることにある。和解学とは、広義には、「和解」という現象に関連した知的・実践的
活動を対象とする学術的考察を意味している。本プロジェクトの課題は、現在において和解とい
う問題が顕在化している理論的・歴史的文脈を明らかにし、そこで提起された問題を整理した上
で、それに応えうる知的・実践的活動の構想を、協議の和解学として提示することであった。 
  本研究は、新学術領域研究（研究領域提案型）「和解学の創成－正義ある和解を求めて」を
構成する思想理論班のプロジェクトである。新学術領域研究全体は、本研究の推進母体である思
想理論班のほかに、もっぱら政府レベルの和解を取り扱う政治外交班、研究者レベルの和解を考
察する歴史家ネットワーク班、市民レベルの和解を主題とする市民運動班、大衆文化に表出され
た和解を主題とする和解文化記憶班の計 5 つの研究グループにより構成される。思想理論班の
研究の目的は、それら他研究班によって主題化された、多様なアクターによる多様な実践をもと
に、和解に関する理論構築を行うこと（図 1）、またそれに基づき、各領域における具体的な和
解実践の意義を、明確化させていくことであった（図 2）。 
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  本研究は、和解学を、「東アジア発の紛争解決学」と位置づけ、その意義を明確化すること
に注力した。より具体的には、ⅰ)欧米発の紛争解決学や平和学の成果に学びつつ、儒教や仏教
などのアジア的な宗教的 理念と紛争・和解との関連を思想的に探求し、あわせて東アジア型近
世秩序から近代的な国際法体系への移行の意味を理論的に検討することで、東アジア型「和解学」
の思想的・理論的基礎を確立する、ⅱ)現在世界的に和解推進の基準となっている移行期正義概
念を批判的に検討し、移行期正義の東アジアにおける適用可能性をネーションの形成と展開の
歴史とともに探究することで、移行期正義の東アジア・モデルを創造する、ⅲ)実証的な 歴史学
の方法論では対処しきれない記憶の噴出という現在の東アジアの歴史認識問題を理論的に検証
し、記憶と 感情の多層的次元を解明する新しい歴史の基礎理論を構築する、ことを目的に共同
研究を推進した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の方法論的特徴としては、以下の点があげられる。 
 

1〉 学際性 
和解という現象は、紛争と同じく、人間の社会生活を構成する基本的な実践の一部である。

人はつねにすでにさまざまなかたちで和解にかかわり、それについての考察と経験を積み重ね
ている。本研究では、和解という現象を、このように広義に理解し、既存のさまざまな学問分野
における知見を総合化・体系化し、和解という現象を多様な視座から分析するフレームの構築を
めざして、共同研究を推進した。 

研究の遂行にあたっては、多様な分野で業績をあげている研究者を研究分担者として招聘し、
ワークショップ、シンポジウムを重ねることで、既存の学問分野の枠を超えた対話を実現し、和
解という現象の多面的・重層的探究を進めた。その際、とりわけ重要なフィールドとなったのが、
ⅰ)哲学・政治思想、ⅱ)国際法・国際関係論、ⅲ)歴史哲学・記憶研究、ⅳ)紛争解決学・教育学の
各分野であった。それら多様な専門を有する研究者が、他分野の研究者と議論を重ねることで、
既存の学問分野でこれまで蓄積されてきた和解をめぐる考察を、和解学という新しい学問分野
へと体系化することを試み、またそれが、既存の学問分野とどのように異なるのかを明確化する
ことを行った。 
 
 2）国際性 
  「東アジア発の紛争解決学」という和解学の規定にみられるように、本研究では、紛争解決
学をはじめとするさまざまな学問分野の研究者と、国際的な共同研究を推進することにより、東
アジアにおいて積み重ねられてきた和解をめぐる思索と実践の特質を明らかにし、その意義を
国際的に発信することを試みた。より具体的には、本研究は、以下の国際共同研究と密接な研究
交流を行い、研究の国際化と国際的な情報発信に多くの示唆をえることができた。ⅰ)コロンビ
ア大学、キャロル・グラック教授を中心とするグローバルメモリー研究プロジェクト、ⅱ)西江
大学校、林志弦教授を中心とするトランスナショナルヒストリー研究所ならびにグローバルイ
ースト研究プロジェクト、ⅲ)ジョージメイソン大学、カリーナ・コレステリーナ教授を中心と
する紛争解決学プログラム、ⅳ）ケンブリッジ大学、バラク・クシュナー教授を中心とする東ア
ジア研究プロジェクト、ⅴ）イエナ大学、マーティン・ライナー教授を中心とする国際和解学研
究所、ⅵ）早稲田大学・高麗大学・北京大学によって推進されたキャンパスアジアプログラム（第
2 モード）などである。 
  また本研究は、国際学会への参加を通じて、国際的な研究動向をフォローアップし、情報収
集と情報発信の両面で活用することを試みた。本研究の遂行にあたっては、数多く存在する国際
学会のなかで、以下の２つの学会を、本研究の内容ととりわけ深い関係を有するものとして重視
した。ⅰ）記憶研究学会 (Memory Studies Association: 2016 年創立)、ⅱ）国際和解学会 
(International Association for Reconciliation Studies; 2020 年創立)。これらの学会は、いずれ
も創立後まもない国際学会であり、現在急速にその会員数を伸ばしている。こうした国際学会の
創設と影響力の増大そのものが、歴史和解という本研究の主題に向けられた国際的関心の高ま
りを示すものとなっている。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3) 実践性 
  東アジアにおける歴史和解は、思想的・理論的探究を必要とする学術的課題であると同時に、
その実現が求められる、現在の実践的課題でもある。本研究では、歴史和解を実現するための具
体的な方法として、東アジアの大学生を対象とする歴史教育プログラムを構想し、それを実践す
ることにより、教育を通じた歴史和解の可能性を模索した。こうした教育的実験・実践の舞台と
なったのが、大学の世界展開力強化事業（文科省補助金事業 CAMPUS ASIA 2016-2021）であ
る。本プログラムは、「多層的紛争解決・社会変革のためのグローバルリーダー共同育成」を目
的に、早稲田大学、高麗大学校、北京大学が、共同で教育カリキュラムを策定し、実践すること
を目的とするものであった。本研究の研究代表者である梅森直之と分担研究者である小山淑子
は、ともにキャンパス・アジア・プログラムの責任者として、当該の教育カリキュラムの策定と
運営にあたった。その結果、本研究の成果を、具体的な教育カリキュラムへ速やかに反映させる
ことが可能となり、同時に、教育の現場で顕在化した諸問題をフィードバックし、その思想的・
理論的意味を検討する研究体制が整った。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果としては、以下のことがあげられる。 
 

1） 研究成果の公刊 
  国際先導研究全体の研究成果を、和解学叢書（全 6 巻、明石書店、2021 年～2023 年）とし
て公刊した。本叢書のうち、研究代表の梅森直之が、第 1 巻の『和解学の試み：記憶・感情・価
値』の第 1 章として、「方法としての「和解学」――紛争解決学の東アジア的基礎」を執筆し、
和解学という新しい学問分野の性格づけと、その方法論的基礎づけを試みた。また思想理論班全
体の研究成果としては、叢書第 2 巻として、『アポリアとしての和解と正義：歴史・理論・構想』
を公刊した。以下本研究の具体的成果として、本叢書に収録された研究論文の概要を説明する。 
  梅森論文は、和解学の基盤となった紛争解決学が登場するにいたった歴史的文脈を、その発
祥の地である欧米の歴史的経験に即して明らかにすることで、東アジア発の紛争解決学として
の和解学の意義と特質を明確化することを試みている。同論文は、欧米発の紛争解決学が、東ア
ジアに置き直されるときに生ずる意味変容を検討し、東アジア固有の歴史的文脈が、紛争解決学
の単純な適用を困難にしている点を明らかにした。また同論文は、ハンナ・アーレントの『活動
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的生』の議論を参照しながら、「制作としての和解」と「行為としての和解」という新たな分類
法によって、東アジアの歴史和解をめぐる議論の混乱を整理することを提案した。さらに同論文
は、東アジアという歴史空間を考察の中心において和解を議論することで得られる新たな知見
は、欧米の紛争解決学の発展にあたっても、重要な貢献をなしうる点を明らかにした。 
  本叢書第 2 巻には、本研究に参加した分担研究者の 10 本の研究論文を収録した。哲学、心
理学、精神分析、教育学、紛争解決学、国際関係論、政治思想、歴史学、東洋思想史、日韓関係
論、外交史、社会学など、多様なジャンルで活躍する個々の研究者が、「和解」を共通のテーマ
として設定し、議論を重ねてきた成果が、本巻の刊行により示されることになった。本巻は、「和
解と記憶」、「和解と正義」、「和解と歴史」、「事例としての日韓関係」の 4 部構成をとり、和解と
いう現象を、理論と実証の両面から多面的に分析している。本巻を構成する個々の論文のあいだ
には、つながりと補完の関係に加え、「不協和音」もまた残り続ける結果となった。それに関し
て本研究は、そうした「不協和音」に耳を澄ますこと自体が、和解学を抑圧的・暴力的なものと
しないための必要な条件とみなす立場をとっている。 
  本研究では、こうした研究成果を、以下の 4 つのテーゼのかたちに要約し、情報発信をおこ
なった。 
ⅰ） 和解学とは、重層的・学際的な実践である。和解学は、紛争や和解を、国家をめぐる事象
に限定することなく、むしろ多様な次元で発生する紛争と和解を分節化し、その相互のつながり
を焦点化することを試みる。 
ⅱ） 和解学は、規範と実践の両次元を含む。和解学は、和解をめぐる理論的な考察であると同
時に、和解を速やかに実現することを通じて、当事者の痛みを軽減するための実践知であること
を忘れてはならない。 
ⅲ） 和解学は、東アジアのローカルな経験に立脚した学問的探究である。現在の東アジアにお
ける歴史認識問題の背景には、①戦争責任問題と植民地責任問題の密接な絡み合い、②冷戦下の
国際関係を反映した加害国（日本）と被害国（台湾、韓国、北朝鮮、中国）との対話の不在とい
う問題が存在する。東アジアにおける和解の探究においては、こうした東アジア固有の歴史的文
脈の考察は不可欠である。 
ⅳ） 和解学は、地域を超える比較と関係の学知である。東アジアは、ヨーロッパとの対比にお
いて、「和解」の後進地域であるかのようにみなされてきた。しかし視点をかえれば、そこには、
東アジアで積み重ねられてきた植民地責任をめぐる議論の厚み、ユダヤ・キリスト教的な宗教的
基盤を共有しない地域での和解をめぐる実践の試みなど、ヨーロッパをはじめとする他地域に
とっての参照点となりうる価値もまた存在している。 
 

2） 国際共同研究体制の構築 
  和解学創成のために、ワークショップやシンポジウムの形式で積み重ねて来た国際共同
研究体制構築のための努力は、、2020 年の国際和解学会(International Association for 
Reconciliation Studies)の創設として結実した。その創立大会には、本研究グループのメン
バーも参加し、国際共同研究の基盤を強化することができた。また、2021 年には、同国際学
会の世界大会を、早稲田大学にて開催し、本研究グループのメンバーも参加した。 
  『和解学叢書』の出版ののち、海外研究者からのフィードバックを得ることを目的に、多
くのワークショップやシンポジウムを実施した。その主たるものが、以下の事例である。臧志
軍（復旦大学国際関係与公共事務学院教授）を中心とする復旦大学とのワークショップ（2023
年 6 月、早稲田大学）、Kwak, Jun-Hyeok（中山大学哲学部教授）を招聘したワークショップ
（2023 年 7 月、早稲田大学）イム・ジヒョン（西江大学教授）を基調講演者とする国際シン
ポジウム（2023 年 11 月、早稲田大学）、マーティン・ライナー教授（イエナ大学）との共同
ワークショップ（2024 年 1月）、キャロル・グラック（コロンビア大学教授）への聞きとり調
査（2024 年 3 月、早稲田大学）、ジョージメイソン大学におけるピースウィークへの参加なら
びにカリーナ・コレステリーナ同大学教授への聞きとり調査（2024 年 3 月）。 
  こうした国際共同研究体制の構築への努力は、ケンブリッジ大学、イエナ大学、ジョージ
メイソン大学をパートナーとする若手研究者の共同育成プログラムの構想へと発展した。本
構想は、2023 年度の科学研究費助成事業国際先導研究「普遍的価値と集合的記憶を踏まえた
国際和解学」（代表浅野豊美）として採択された。本研究の代表者である梅森直之も、引きつ
づき、同国際先導研究のサブグループの研究リーダーとして参加し、本研究のさらなる国際展
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